
資料番号 資料名 主な説明事項 審査状況及び今後のスケジュール コメント回答日

KK7添-1-023_改5
Ⅴ-1-1-7 安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関する説明書

・「2. 基本方針」について，東二との差異を中心に
説明
・「3. 系統施設ごとの設計上の考慮」について，プラ
ントユニークな説明事項のため項目比較のみ実施

3/2説明実施。コメント回答は全ヒアリ
ング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施。追加コメント
について次回ヒアリング時に回答

7/15にコメント回答版を提出
※基本設計方針のヒアリングコメント
回答を反映

KK7 補足-021-1 改4 1.　第54条に対する適合性の整理表 ・作成概要について説明
3/23説明実施。サンプルの提示はコ
メント回答時に実施

－

KK7 補足-021-1 改2 2.　第14,15,38条に対する適合性の整理表 ・作成概要について説明 3/23説明実施。コメント事項なし －

KK7 補足-021-1 改4 3.　環境条件における機器の健全性評価の手法について
・評価手法について，東二と差異がないことを説明
・実証試験結果について，概要を説明

3/23説明実施。コメント事項なし －

KK7 補足-021-1 改5 4.　使用済燃料貯蔵プール監視カメラ用空冷装置について ・空冷装置の冷却能力について説明
3/13説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定

7/15にコメント回答版を提出

KK7 補足-021-1 改1 5.　共用・相互接続設備について ・対象設備について説明 3/11説明実施。コメント事項なし －

KK7 補足-021-1 改0 6.　基準規則で規定される施設・設備の整理 ・安全設備や安全施設等の包絡関係について説明 3/13説明実施。コメント事項なし －

KK7 補足-021-1 改2
7.　原子炉格納容器内に使用されるテフロン®材の事故時環
境下における影響について

・テフロン使用設備の放射線環境下における健全
性について，東二との差異を説明

3/23説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

KK7 補足-021-1 改4
8.　「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関す
る規則」の第54条及び第59条から77条に基づく主要な重大事
故等対処設備一覧表

・SA設備相当機器について，東二との差異を説明
3/13説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

KK7 補足-021-1 改5 9.　主蒸気逃がし安全弁の環境条件の設定について
・SRVに適用する環境条件の考え方や改良品の現
状について，東二と差異がないことを説明

3/23説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施。追加コメント
について次回ヒアリング時に回答

7/15にコメント回答版を提出

【本文】
・原則値外の環境条件の設定の考え方について，
東二との差異を説明

3/2説明実施。コメント回答は全ヒアリ
ング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施。追加コメント
について次回ヒアリング時に回答

－

【添付資料1】
・放射線の設定方法について，東二との差異を説
明

3/2説明実施。コメント回答は全ヒアリ
ング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料2】
・MSLBA時の蒸気流出経路について，東二との差
異を説明

3/2説明実施。コメント回答は全ヒアリ
ング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料3】
・期待する空調設備について，東二との差異を説明
・室温評価結果について，東二との差異を説明

3/11説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料4,5,6】
・放射線の設定方法について，東二との差異を説
明
・対象設備について説明

3/2説明実施。コメント回答は全ヒアリ
ング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料7】
・放射線の設定方法について，東二と差異がないこ
とを説明

3/11説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料8】
・放射線の設定方法について，東二との差異を説
明

3/11説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料9】
・環境条件の設定方法について，東二と差異がな
いことを説明

3/11説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料10】
・水素爆発防止の考え方について説明

3/11説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【添付資料11】
・PCV内計装機器ケーブルについて説明

6/17ヒアリングのコメント対応により
新規作成した資料

－

KK7 補足-021-1 改5 11.　自主対策設備の悪影響防止について ・資料構成について，東二と差異がないことを説明

3/13説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施。追加コメント
について次回ヒアリング時に回答

7/15にコメント回答版を提出

KK7 補足-021-1 改4
12.　重大事故等対処設備の事故後８日以降の放射線に対す
る評価について

・設備選定の考え方について，東二と差異がないこ
とを説明
・設備の長期健全性の考え方について，東二と差
異を説明

3/13説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

KK7 補足-021-1 改4 13.　重大事故等時における現場操作の成立性について 資料構成について，東二と差異がないことを説明
3/13説明実施。コメント回答は全ヒア
リング終了後に実施予定
→6/17コメント回答実施

－

【7月15日提出資料】
・本文
・補足-4
・補足-9
・補足-11

KK7 補足-021-1 改4
10.　安全設備及び重大事故等対処設備の環境条件の設定に

ついて

3/2

3/2

3/2

3/2

3/2













補足-10

ページ 項目 東二（補足-12）記載内容 東電（補足-10）記載内容 差異

P8
3.2
(2)　温度

パターン3
原子炉建屋原子炉区域内は，原則として一律66℃を設定する
が，エリア内の発熱体と，周辺エリアとの熱収支等により個別
に重大事故等時の温度を確認したものは，確認した値を環境
温度として設定する。（添付資料3）

柏崎刈羽第7号機は，ポンプ等の発熱時に室
温上昇するエリアについて，個別に環境温度
を設定している。

P8
3.2
(2)　温度

パターン5
屋外は，原則として一律40℃を設定するが，エリア内の発熱
体と，周辺エリアとの熱収支等により個別に重大事故等時の
温度を確認したものは，確認した値を環境温度として設定す
る。（添付資料3）

柏崎刈羽第7号機は，屋外設備である格納容
器圧力逃がし装置等について，個別に環境
温度を設定している。

P8
3.2
(2)　温度

パターン7
「格納容器バイパス（インターフェイスシステムLOCA）」時及び
「主蒸気管破断事故」時に使用する原子炉建屋原子炉区域内
の重大事故等対処設備は，原則として66℃（事象初期100℃）
を設定するが，蒸気の影響を受けないエリアに設置の設備は
個別に100℃以下の温度を環境温度として設定する。また，破
断を想定している配管付近に設置される設備については，個
別に100℃以上の温度を環境温度として設定する。

東海第二は区画等によりIS-LOCA時におけ
る環境温度の原則値を65.6℃とし，区画外の
エリアを原則外と設定している。一方柏崎刈
羽第7号機は，環境温度の原則値を66℃（初
期100℃）としており，区画等で影響を受けな
いエリアを原則外と設定している。破断区域
については両社とも個別条件を設定してい
る。
なお柏崎刈羽第7号機は，IS-LOCAに加え，
MSLBA起因のSAも同様の条件設定としてい
る。

【東二】
P8

3.2
(2)　温度

－

東海第二はMSLBA起因のSA時に蒸気流路
上にある設備の一部について，耐性担保の
ため断熱材で囲む設備があるが，柏崎刈羽
第7号機は蒸気流路上の設備について100℃
での健全性を確認しており，東海第二同様の
対応は不要であることから記載なし

【東二】
P8

3.2
(3)　湿度

－

柏崎刈羽第7号機は，原子炉建屋原子炉区
域外及びその他の建屋内において，原則値
である90%を超過するエリアはないことから記
載なし

P9
3.2
(3)　湿度

パターン3
原子炉建屋原子炉区域は，原則として一律100%を設定する
が，当該重大事故等対処設備を設置するエリアが重大事故
等時に空調設備により管理されており，湿度が上昇する原因
がなく，重大事故等時の湿度を確認したものは，確認した値を
環境湿度として設定する。

柏崎刈羽第7号機は，原子炉建屋原子炉区
域内において，空調設備により湿度コント
ロールするエリアが存在することから，パター
ン3として記載を追加している。

【東二】
P9

3.2
(3)　湿度

－

東海第二はMSLBA起因のSA時に蒸気流路
上にある設備の一部について，耐性担保の
ため断熱材で囲む設備があるが，柏崎刈羽
第7号機は蒸気流路上の設備について100%
（蒸気）での健全性を確認しており，東海第二
同様の対応は不要であることから記載なし

P10
3.2
(4)　放射線

パターン4
原子炉建屋内の原子炉区域外及びその他の建屋内は，原則
として一律10Gyを設定するが，中央制御室待避室及び5号機
原子炉建屋内緊急時対策所で使用する重大事故等対処設備
に対しては，遮蔽壁等による線量減衰を考慮して0.1Gyを環境
放射線として設定し，5号機原子炉建屋内緊急時対策所内を
除く5号機原子炉建屋内は，保守的に屋外と同程度の放射線
量として40Gyを環境放射線として設定する。
また，当該重大事故緩和設備を設置するエリアが放射線源付
近であり，重大事故等時に10Gy（5号機原子炉建屋内にあっ
ては40Gy）を超えるおそれのあるものは個別に確認した値を
環境放射線として設定する。（添付資料5）

柏崎刈羽第7号機は，中央制御室待避室及
び5号機原子炉建屋内緊急時対策所内につ
いて，遮蔽による線量減衰を考慮している。
下段については差異なし

P10
3.2
(4)　放射線

パターン5
屋外は，原則として一律40Gyを設定するが，当該重大事故緩
和設備を設置するエリアが放射線源付近であり，重大事故等
時に40Gyを超えるおそれのあるものは個別に確認した値を環
境放射線として設定する。（添付資料6）

柏崎刈羽第7号機は，屋外設備である格納容
器圧力逃がし装置について，個別に環境放
射線を設定していることから，パターン5として
記載を追加している。

P10
3.2
(4)　放射線

パターン8
原子炉建屋原子炉区域は，原則として一律460Gyを設定する
が，生体遮蔽の内側で原子炉格納容器からの放射線影響を
受けることにより460Gyを超えるおそれのあるエリアは，保守
的に，格納容器内の放射線量である800kGyを環境放射線とし
て設定する（添付資料9）。

対象設備はCAMS放射線モニタであり，東海
第二はパターン3に包絡されている。柏崎刈
羽第7号機は添付資料9と紐付けており，パ
ターン3へ包絡させずに個別のパターンを設
定した。

P39

3.3
非常用ガス処理
系の水素爆発防
止対策について

　非常用ガス処理系は，重大事故時に原子炉格納容器から
原子炉建屋内に放射性物質を含むガスが漏えいした場合に
おいて，ガス中の放射性物質を，主排気筒（内筒）を経由して
原子炉建屋外に排気することで，中央制御室の運転員等の
被ばくを低減することを目的として設置するものである。
　当該系統は，原子炉建屋4階（オペレーティングフロア）から
吸気する系統構成となっており，重大事故時に系統に流入す
るガスに水素が含まれることから影響評価が必要である。
　評価した結果，柏崎刈羽原子力発電所第7号機では，非常
用ガス処理系使用時における原子炉建屋4階（オペレーティン
グフロア）の水素濃度が可燃限界未満であること及び流入す
る水素ガス量を保守的な評価条件にて評価した場合において
も水素爆発に対して，問題のないことを確認している。（添付
資料10）

東海第二はSGTSを水素濃度低減設備として
整理しており，原子炉格納施設の説明書に
当該資料を添付しているが，柏崎刈羽第7号
機ではSGTSを水素濃度低減設備として整理
していないため，同資料を環境条件に関する
資料として整理し，健全性の説明書に紐付け
ている

P39

3.4
原子炉格納容器
内の重大事故環
境下で機能が要
求される計装機
器ケーブルにつ
いて

原子炉格納容器内の重大事故環境を模擬した蒸気暴露試験
において，蒸気暴露中のケーブルの絶縁低下が計器誤差に
与える影響について報告されている。これに対して，MIケーブ
ルは，ケーブル長100mの場合においても，原子炉格納容器内
の重大事故環境下で計器誤差に与える影響は小さく，問題に
ならないことが確認されている。
柏崎刈羽原子力発電所第7号機においては，原子炉格納容
器内の重大事故環境下で機能が要求される計装機器ケーブ
ルは，起動前までに全てMIケーブルに交換することとしてい
る。また，ケーブル長は100m以下であることを確認している。
以上より，原子炉格納容器内の重大事故環境下で機能が要
求される計装機器ケーブルは，原子炉格納容器内の重大事
故環境下で計器誤差に与える影響は小さく，問題のないことを
確認している。（添付資料11）

ヒアリングコメント対応による追加作成資料の
ため差異となっている。
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補足-10 添付資料11

ページ 項目 東二（補足-12 添付資料13）記載内容 東電（補足-10 添付資料8）記載内容 差異

P129 全ページ 添付資料11の全内容
ヒアリングコメント対応による追加作
成資料のため差異となっている。
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